
ユーザー ガイド 


© Copyright 2013 Hewlett-Packard 
Development Company, L.P. 

Bluetooth は、その所有者が所有する商標で 
あり、使用許諾に基づいて Hewlett-Packard 
Company が使用しています。 Intel は米国 
Intel Corporation の米国およびその他の国 
における登録商標です 0 Microsoft および 
Windows は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における商標または 
登録商標です。 SD ロゴは、その所有者の商 
標です。 

本書の内容は、将来予告なしに変更される 
ことがあります。 HP 製品およびサービス 
に関する保証は、当該製品およびサービス 
に付属の保証規定に明示的に記載されてい 
るものに限られます。本書のいかなる内容 
も、当該保証に新たに保証を追加するもの 
ではありません。本書に記載されている製 
品情報は、日本国内で販売されていないも 
のも含まれている場合があります。本書の 
内容につきましては万全を期しております 
が、本書の技術的あるいは校正上の誤り、 
省略に対して責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

初版： 2013年5月 

製品番号： 693653 -292 


製品についての注意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能について説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使用でき 
ない場合があります。 


ソフトウェア条項 

このコンピューターにプリインスI-ールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
卜ール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方法で使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウェアおよびソ 
フトウェア）を14日以内に返品し、購入店 
の返金方針に従って返金を受けてくださ 
い。 

より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピュー ターの 返金を要求する場合は、お近 
く の 販売店に問い合わせてください。 



安全に関するご注意 


△警告！ 低温や if どをするおそれがあ y ますの元ひざなどの体の上にコンピューターを置いて使用 

したり、肌に直接コンピューターが触れている状態で長時間使用したりしないでください。肌が敏感 
な方は特にご注意ください。また、コンピューターが過熱状態になるおそれがありますので、コン 
ピューターの通気孔をふさいだりしないでください。コンピューターが過熱状態になると、やけどや 
コンピューターの損傷の原因になる可能性があります。コンピューターは、硬く水平なところに設置 
してください。通気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置し 
たり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC ア 
ダプターを肌に触れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置い 
たりしないでください。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard 
for Safety of Information Technology Equipment (IEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表 
面の温度に関する規格に適合しています。 
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1 最初の操作 


このコンピューターは、ビジネスのシーンでもエンターテインメントのシーンでも存分に活用できる 
ように設計された強力なツールです。セットアップ後の最適な使用方法、各種エンターテインメント 
での使用に対応した機能、および HP が提供するさまざまな情報の入手方法などについて説明してい 
るこの章からお読みください。 


最適な使用方法 

コンピューターのセツトアツプおよび登録が終了したら、以下の手順を行うことをおすすめします。 

• Windows ® の新しい機能について詳しくは、印刷物の 『Windows 8の基本操作』を参照してくだ 

さい。 



ヒント： 開いているアプリケーシヨンまたは Windows デスクトップからコンビューターのス 
夕一卜画面にすばやく民るには、キーボードの Window キーまたはタブレツトの Windows ボタ 



を押します（スタート画面が表示されます）。 


• まだ行っていない場合は、有線ネットワークまたは無線ネットワークに接続します。詳しくは、 

29 ページの「ネットワークへの接続 I を参照してください。 

• コンピューターのハードウェアおよびソフトウェアについて確認します。詳しくは、 

4 ページの「コンピューターの概要 I および 28ページの「ハードウェアおよびソフトウエ 
アの情報の確認 I を参照してください。 

• コン ピューターをバックアップします。 65 ページの「バックアップおよび復元 I を参照して 
ください。 


コンピューターの新しい使い方 

• コンピューターで YouTube 動画を再生したり、コンピューターをテレビに接続したりできます。 
詳しくは、 40 ぺージの 「 HDMI デバイスの接続 I を參照してください。 

• コンピューターで音楽を再生したり、放送中のラジオ番組をコンピューターにストリーミングし 
て、世界各地のラジオの音楽番組や卜ーク番組を再生したりできます。 37 ページの「オーディ 
才の使用 I を参照してください。 

• 制御された低音およびクリアでピュアなサウンドにより、アー亍ィストが意図したクオリティの 
音楽を楽しめます。 38 ぺージの 「『HP Beats Audiol の使用 を參照してください。 

• タッチパッドおよび Windows 8の新しいタッチジェスチヤを使用して、画像やテキストのべ一 
ジをスムーズに操作できます。 16 ぺージの「タッチパッドジェスチヤの使用 _ および 

21ページの「タッチスクリーンジェスチヤの使用」 を參照してください。 


最適な使用方法 


















その他の HP が提供する資料 

印刷物の『セットアップ手順』ポスターの説明に沿つてコンピューターの電源を入れ、この『ユーザー 
ガイド』で製品の詳細や使用方法を確認した後は、下の表に記載されている説明書や Web サイトも 
參照してください。 


リソース 

内容 

『セットアップ手順』ポスター(印刷物） 

• コンピューターのセットアップおよび機能の概要 

『Windows 8の基本操作』 

• Windows 8の使用および操作の概要 

ヘルプとサポート 

• 使用方法およびトラブルシューティングに関する幅広い情報 

スタート画面から[ヘルプとサポート】にアクセスする 
には、「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択 
します。日本でのサボートについては、 

httD ： //www.hD.com/iD/contact/ を参照して く ださい。 

日本以外の国や地域でのサボートについては、 
httD ： //welcome. hD.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や 
地域、または言語を選択してください。 

およびヒント 

『快適に使用していただくために』 

• 正しい作業環境の整え方 

このガイドを表示するには、スタート画面で 
「support」 と入力して、 [HP Support Assistant] ア 
プリケーシヨン—[マイコンピューター ]— >[ユーザー 

ガイド1の順に選択するか、 httD ： //www.hD.com/erao/ 
(英語サイト）から[日本語]を選択します 

• 快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

• 電気的および物理的安全基準に関する情報 

HP のサポート 

• HP のサービス担当者とオンラインでチ ヤツ トする 

日本でのサポートについては、製品に付属の小冊子、 
『サービスおよびサポートを受けるには』または HP の 

Web サイト、 http : //www.h d. com/iD/contact/ を参照し 
てください。日本以外の国や地域については、 
httD ： //welcome.hD.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や 
地域、または言語を選択してください。 

• サボート窓口に電子メールで問い合わせる 

• サボート窓口の電話番号を調べる 

• HP のサービスセンターを探す 

『規定、安全、および環境に関するご注意』 

• 重要な規定情報 

このガイドを表示するには、スタート画面で 
「support」 と入力して、 [HP Support Assistant] ア 
プリケーシヨン—[マイコンピューター]—[ユーザー 
ガイド]の順に選択します 
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リソース 


内容 


限定保証規定* • このコンピューターの具体的な保証内容 

日本向けの日本語モデルに適用される HP 限定保証規 
定は、製品に付属の小冊子、『サービスおよびサポート 
を受けるには』に記載されています 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されているドキュ 
メントまたは製品に付属の CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの日本語モデ 
ル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同梱されています。また、日本以外で 
も、印刷物の HP 限定保証規定が製品に付属している国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されていない国ま 
たは地域では、印刷物のコピーを入手できます。 http://www.hp.com/qo/orderdocuments/ でオンラインで申し込むか、また 
は下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• 北米： Hewlett-Packard, MS POD, 11311 Chinden Blvd, Boise, ID 83714, USA 

• ヨーロッパ、中東、アフリカ： Hewlett-Packard, POD, Via G. Di Vittorio, 9, 20063, Cernusco s/Naviglio (Ml), Italy 


• アジア太平洋： Hewlett-Packard, POD, P.0. Box 200, Alexandra Post Office, Singapore 911507 

保証規定の印刷物のコピーを請求する場合は、製品番号および保証期間（サービスラベルに記載されています）、ならびに 
お客様のお名前およびご住所をお知らせください。 

重要： 上記の住所にお使いの HP 製品を返送しないでください。日本でのサポートについては、 http://www.hp.com/jp/ 
contact/ を参照してください。日本以外の国や地域でのサボートについては、 http://welcome.hp.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください。 
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2 コンピューターの概要 

タブレツトの各部 
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4 第2章 コンピューターの概要 











名称 



説明 

(1) 

<i> 

電源ボタン 

• タブレットの電源が切れているときにボタンを押す 
と、電源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを 
短く押すと、スリープが開始されます 

• コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短 
く押すと、スリープが終了します 

注意： 電源ボタンを押し続けると、保存されていない情 

報は失われます 

• コンピューターが応答せず、 Microsoft® Windows の 
シャットダウン手順を実行できないときは、電源ボタ 
ンを5秒程度押したままにすると、タブレットの電源 
が切れます 

1 タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端 

からスワイプしてチャームを表示し、[検索]をタップして 

から、検索ボックスをタップします。検索ボックスで「コ 

ントロール」と入力し、[コントロールパネル]—[ハード 

ウェアとサウンド]—[電源オプション]の順に選択するか、 

46ページの「電源の管理」 を参照してください 

または 

1 .- 1 ■■ろ電源設定について詳しくは、検索ボックスで「コ 

ントロール」と入力し、コントロ _ルパネル—[ハードウエ 

アとサウンド]—[電源オプション]の順に選択するか、 

46ページの「雷源の管理1 を参照して〈ださい 

(2) 


カメラランプ（背面） 

カメラ用のフラッシュです 

(3) 


Web カメラ（背面） 

動画の録画、静止画像の撮影、および、動画のストリーミ 
ングによるビデオ会議やオンラインチャットができます 

Web カメラを使用するには、「カメラ」と入力して[カメ 
ラ]を選択します 

(4) 


音量ホタン 

タブレットのスピーカーの音量を調整します 

• スピーカーの音量を上げるには、ボタンの [+] 側を押 
します 

• スピーカーの音量を下げるには、ボタンの [-] 側を押し 
ます 

(5) 


microSD 力ードリーダー 

microSD カードに対応しています 

(6) 


キーボードドックアラインメントコネ 
クタ(><2) 

キーボードドックにタブレットを合わせて取り付けると 
きに使用します 

(7) 


ドックコネクタ/電源コネクタ 

タブレットをキーボードドックおよび AC アダプターに接 
続します 
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名称 



説明 

( 8 ) 


システム情報 

シリアル番号、製品番号、保証、規定情報、および無線認 
定/認証情報が記載されています 

( 9 ) 

n 

オーディオ出力（へッドフォン）/オーディ 
才入力（マイク）コネクタ 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 
フオン、イヤフオン、ヘッドセット、テレビオーデイオ 
ケーブルなどを接続します 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用してください。安全に関する情 
報について詳しくは、『規定、安全、および環境に関するご 
注意』を参照してくださいこのガイドを表示するには、ス 
夕一卜画面で 「 support 」 と入力して、 [HP Support 
Assistant] アプリケーシヨン— [マイコ ンピューター]— 
[ユーザーガイド]の順に選択します 

注記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 

注記： デバイスケーブルが、オーディオ出力（ヘッド 
フォン）およびオーディオ入力（マイク）の両方をサボー 
卜する 4 芯コネクタを備えていることを確認します 

注記： 異なるマイクコネクタを持つスタンドアロンのマ 
イクおよびへッドフォンはサポートされていません 
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ディスプレイの各部 



0 00 〇 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ (x2) * 

無線信号を送受信します 

(2) 

内蔵マイク(><2) 

自動的に周囲の騒音と エコーを 除去しながら、サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラ（前面） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 


タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプして 

チヤームを表示し、[検索]をタップしてから、検索ボックスをタップしま 
す。「カメラ」と入力し、アプリケーションの一覧から[カメラ]を選択しま 
す 

または 


スタート画面で「カメラ」と入力し、アプリケーシヨンの一覧か 
ら[カメラ]を選択します 


(4) 

Web カメラランプ（前面） 

Web カメラの使用中に点灯します 

(5) 

周辺光センサー 

周辺光センサーが有効になっていると、周囲の明るさに合わせて画面の輝度 
が自動的に調節されます 

(6) 

スピーカー (x2) 

サウンドを出力します 

(7) 

Windows ボタン 

開いているすべてのアプリケーションを最小化し、スタート画面を表示しま 
す 


ディスプレイの各部 7 



















名称 


説明 


(8) NFC (Near Field Communication : 無線によって NFC 対応デバイスと接続し、通信したり、データや情報をや 

近距離無線通信）アンテナ り取りしたりできます 


* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナおよび近接セン 
サーの周囲には障害物を置かないでください。お住まいの国または地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、 
および環境に関するご注意』を参照してください。このガイドを表示するには、スタート画面で 「support」 と入力して、 [HP 
Support Assistant] アプリケーシヨン—[マイコンピューター]—[ユーザーガイド]の順に選択します。 
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キーボードドック 

表面の各部 



名称 



説明 

(1) 

キーホード 
ネクタ 

ドックアラインメントコ 

タブレットをキーボードドックに合わせて取り付け 
ます 

(2) 

リリースラッチ 

タブレットの固定を解除します。タブレットの固定を 
解除するには、リリースラッチを左側にスライドさせ 
ます 

(3) 

ドッキング 

コネクタ 

キーボードドックにタブレットを合わせて取り付け 
るときに使用します 


キーボードドック 9 












タツチパッド 







J 




名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオン/オフ切り替え機能 

タツチパツドのこのエリアをダブルタツプすると、タツチ 
パツドがオフまたはオンになります 

(2) 

タッチパッドゾーン 

指によるジェスチヤを読み取り、画面上のポインターを移動 
したり項目をアクティブにしたりします 

(3) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 
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0!lO 霾 DD ■驪 ■■■■■D 

m DDB_OOD_DBDna 

aBDBODDDO ■ 国 ■■ 

HnBDBBnaaBBH 

anaaMHMBBBHB 



名称 


説明 

(1) 

Caps Lock フンプ 

• 点灯 ： Caps Lock がオンになっています 



• 消灯 ： Caps Lock がオフになっています 

(2) 柿 

ミュート（消音）ランプ 

• オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 

います 



• 消灯：コンピューターのサウンドがオンになっています 
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キー 






画 


BDODIODDDIiaDfl 
■DDDDDDDIMMI 

■aaaaaaBnHHd 

IBHBHB 


□0 


bob 

(S) 



6 


名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キー（一部のモデルのみ）と組み合わせて押すことによって、シ 
ステム情報を表示します 

(2) 

fn 

esc キー（一部のモデルのみ）と組み合わせて押すことによって、 
システム情報を表示します 

⑶ _ 

麵 Windows キー 

開いているアプリケーションまたは Windows デスクトップからス 

■1 

_ 

タート画面に戻ります 

注記： Windows キーをもう一度押すと、前の画面に戻ります 

(4) 

操作キー 

一般的な作業を実行します 

注記： 操作キーは、タブレットのオンスクリーンキーボードで 
は表示されないため、利用できません 


12 第 2 章 


コンピューターの概要 

















右側面の各部 



名称 



説明 

(1) 

D 

メディアカードリーダー 

SD (Secure Digital ) 力ードなどのメモリカードのデータの読み 
取りや書き込みを行います 

(2) 

今 

USB 2.0 ポート 

別売の USB デバイスを接続します 

(3) 


電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 


キーボードドック 13 











左側面の各部 



©©◎ 


名称 



説明 

(1) 

MOfTlI 

HDMI 出力端子 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオーディオデ 
バイス、対応するナジタルコンポーネントやオー了 1 'ィオコン 
ポーネント、または高速 HDMI デバイスを接続します 

(2) 


USB 2.0 ポート 

別売の USB デバイスを接続します 

(3) 

n 

オーディオ出力（へッドフォン)/才一 
ディオ入力（マイク）コネクタ 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフオ 
ン、イヤフオン、へッドセット、テレビオーディオケーブル 
などを接続します。別売のヘッドセットマイクも接続します 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音 
量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、またはへッ 
ドセットを使用してください。安全に関する情報について詳し 
くは、『規定、安全、および環境に関するご注意』を参照してく 
ださいこのガイドを表示するには、スタート画面で 
「 support 」 と入力して、 [HP Support Assistant] アプリケー 
シ ヨン—[マイコン ピュ ーター ]— [ユ ーザーガイ ド]の順に選 
択します 

注記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター本 
体のスピーカーは無効になります 

注記： デバイスケーブルが、オーディオ出力（ヘッドフォ 
ン）およびオーディオ入力（マイク）の両方をサボートする4 
芯コネクタを備えていることを確認します 

注記： 異なるマイクコネクタを持つスタンドアロンのマイク 
およびへッドフォンはサポートされていません 
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キーボードドックからのタブレットの取り外し 



キ_ボードドックからタブレットを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. キーボードドックのリリースラッチを左側にスライドさせます（1)。 

2. タブレットを持ち上げて取り外します（2)。 

システム情報の確認 

タブレットの底面に重要なシステム情報が貼付されています。この情報は、日本国外でタブレットを 
使用するとき、またはサボート窓口にお問い合わせになるときに必要になる場合があります。 

• シリアル番号 

• 製品番号 

• 保証期間 

• 規定情報および無線認定/認証情報 

Windows を使用して 、 fn + esc キー(-部のモデルのみ）を短く押すと、[システム情報]画面が表示 
され、コンピューターの製品名およびシリアル番号とともに、メモリ、プロセッサ、 BIOS 、 および 
キ_ボ_ドに関する情報を確認できます。 


システム情報の確認 15 


タブレットの設定の変更 

タブレットの表示および画面輝度を変更できます。 

タブレットの表示の変更 

お使いのタブレットでは、画面の表示方向が、横向き表示から縦向き表示または縦向き表示から横向 
き表示に自動的に切り替わります。 

タブレットの画面を横向き表示から縦向き表示に変更するには、以下の操作を行います。 

▲ タブレットを水平に持ち、90度右方向（時計回り）に回転させます。 


タブレットの画面を縦向き表示から横向き表示に変更するには、以下の操作を行います。 

▲ タブレットを垂直に持ち、90度左方向（反時計回り）に回転させます。 

タブレットの自動回転ロックの調整 

タブレットの自動回転ロックを調整するには、以下の操作を行います。 

1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチヤームを表示してから、[設 
定] をタップします。 

2. 右下にある [画面] アイコンをタップします。自動回転ロックのアイコンをタップすると、現在の 
タブレット画面が固定され、回転されないようになります。自動回転ロックを有効にすると、ア 
イコンにロック記号が表示されます。自動回転ロックを無効にするには、自動回転ロックのアイ 
コンをもう一度タップします。 

タブレットの画面輝度の調整 

画面の輝度を調節するには、以下の操作を行います。 

1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチヤームを表示してから、[設 
定]をタップします。 

2. 右下にある [画面] アイコンをタップします。画面輝度を制御する垂直スライダーが表示されま 
す。 

@ 注記: \® ows デスク ト 3プで r タスクバーの右端の通知領域にある [電源メーター] アイコンこ 

[画面の明るさの 調整]の順にタップし、画面下部で [画面の明るさ] の横にあるスライダーを動かすこ 

ともできます。 


タッチパッドジェスチヤの使用 


隊 注記： アプリケーションによっては、一部のタッチパッドジェスチャに対応していない場合があ 
ります。 
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タップ 


画面上で選択するには、タッチパッド上でタップ機能を使用します。 

• 画面上の項目をポイントし、タッチパッドゾーンを1本の指で軽くたたいて選択します。項目 
をダブルタップして開きます。 



スクロール 

スクロールは、ページや画像を上下左右に移動するときに便利です。 

• 2本の指を少し離してタッチパッドゾーンに置き、上下左右の方向にドラッグします。 



タッチパッドジェスチヤの使用 17 





ピンチとストレッチによるズーム 

指でつまむ動作のピンチおよび指を開く動作のストレッチにより、画像や亍キストを拡大したり縮小 
したりするズームができます。 

• タッチパッドゾーンで2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズー 
ムイン（拡大）できます。 

• タッチパッドゾーンで2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭める 
とズームアウト（縮小）できます。 



回転（一部のモデルのみ） 

回転ジェスチャを使用すると、写真などの項目を回転できます。 

• オブジェクトをポイントして、左手の人差し指をタッチパッドゾーンに固定します。右手を使 
用して、人差し指を12時から3時の位置へと弧を描きながら動かします。逆方向へと回転させ 
るには、人差し指を3時から12時の方向に動かします。 


隊 注記： 回転は、オブジェクトや画像を操作できる特定のアプリケーションを対象としています。回 
転が機能しないアプリケーションもあります。 
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フリック（一部のモデルのみ） 

フリックジェスチャを使用すると、画面を切り替えたりドキュメントをすばやくスクロールしたり 
できます。 

• 3本の指をタッチパッドゾーンに置き、上、下、左または右に指を払うようにすばやく動かし 


ます。 



エッジスワイプ 

エッジスワイプ（画面端からのスワイプ）を使用すると、コンピューターのツールバーにアクセス 
して設定の変更やアプリケーションの検索および使用などのタスクを実行できます。 

右端からのスワイプ 

右端からスワイプすると、チャームにアクセスして、検索、共有、アプリケーションの起動、デバイ 
スへのアクセス、設定の変更などを実行できます。 

• 右端からゆつくりと指を滑らせるとチャームが表示されます。 
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上端からのスワイプ 


上端からスワイプすると、スタート画面に表示されているアプリケーションを開くことができます。 


重要： アクティブなアプリケーションがある場合、上端ジェスチヤの結果はそのアプリケーション 
によって異なります。 


• 上端からゆっくりと指を滑らせると、使用できるアプリケーションが表示されます。 



左端からのスワイプ 

左端からスワイプすると、最近開いたアプリケーションを表示してすばやく切り替えることができま 
す。 

• 左端からゆっくりと指を滑らせると、最近開いたアプリケーションを切り替えられます。 
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タッチスクリーンジェスチヤの使用 

タッチスクリーンを搭載したコンピューターでは指で画面上の項目を直接操作できます。 


ヒント タッチスクリーンを搭載したコンピューターでは、画面上またはタッチパッド上のジェ 
スチヤを実行できます。キーボードとマウスを使用して画面上を操作することもできます。 


1本指スライド 

1本指スライドは、主に一覧やページをパンまたはスクロールするために使用しますが、オブジェク 
卜の移動などの他の操作にも使用できます。 


• 画面をスクロールするには、画面上で移動したい方向に1本の指を軽くスライドさせます。 

g 注記： スタート画面に多数のアブ r ケージヨンが表示されている場合は、搰をスラ1ドさ；る 

土画面を左右に移動艾きます5 

• ドラッグするには、オブジェクトを押したまま、オブジェクトをドラッグして移動します。 



タッチスクリーンジェスチヤの使用 21 







タップ 


画面上で選択するには、タップ機能を使用します。 

• 1本の指で画面上のオブジェクトを軽くたたくとオブジェクトが選択されます。項目をダブル 
タップすると項目が開きます。 



スク ロール 

スクロールは、ページや画像上でボインターを上下左右に移動するときに便利です。 
• 2本の指を画面に置き、上下左右の方向にドラッグします。 
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ピンチとストレッチによるズーム 


指でつまむ動作のピンチおよび指を開く動作のストレッチにより、画像やテキストを拡大したり縮小 
したりするズームができます。 


• タッチパッドゾーンで2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズー 
ムイン（拡大）できます。 

• タッチパッドゾーンで2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭める 
とズームアウト（縮小）できます。 



回転（一部のモデルのみ） 

回転ジェスチャを使用すると、写真などの項目を回転できます。 

• 回転させるオブジェクトに左手の人差し指を固定します。右手の人差し指を12時から3時の位 
置へと弧を描きながらスライドさせます。逆方向へと回転させるには、人差し指を3時から12 
時の方向に動かします。 

f ^ faie 7 回転は、オブ P クトや画像を操作できる特定のアプリケーションを対象としています了ア 

プリケーシヨンによっては、回転が機能しないことがあります。 



エッジスワイプ 

エッジスワイプ（画面端スワイプ）を使用すると、設定の変更やアプリケーションの検索および使 
用などのタスクを実行できます。 
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右端からのスワイプ 

右端からスワイプすると、チャームを表示して、検索、共有、アプリケーションの起動、デバイスへ 
のアクセス、設定の変更などを実行できます。 

• ディスプレイパネルの右端からゆっくりと指を滑らせるとチャームが表示されます。 



左端からのスワイプ 

左端からスワイプすると、最近開いたアプリケーションを表示してすばやく切り替えることができま 


• ディスプレイパネルの左端からゆっくりと指を滑らせると、最近開いたアプリケーションが切 
り替わります。 

• そのまま指を離さずに、指を滑らせながら左端に戻すと、最近開いたすべてのアプリケーション 
が表示されます。 
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上端からのスワイプおよび下端からのスワイプ 

上端または下端からスワイプすると、コンピューターで使用できるアプリケーシヨンの一覧が表示さ 
れます。 

1. Windows のスタート画面で、ディスプレイパネルの上端または下端から画面内にゆっくりと指 
を滑らせます。 

2. [すべてのアプリ]をタップすると、使用できるアプリケーションが表示されます。 



タッチスクリーンジェスチヤの使用 25 



タツチスクリーンの設定 


モード 手順 




1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索] 
をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「コント ロール」 と入力し、 [コン ト ロールパネル]—[ハードウェアとサウンド]—[ペンと 
タッチ]の順にタップしてから、画面の説明に沿つて操作します 




フリックの割り当てを変更または作成するには、以下の操作を行います 

1. スタート画面で 「コン ト ロール」と 入力して [コントロールパネル] を選択します 

2. [ハードウェアとサウンド]を選択し、[ペンとタッチ]をクリックしてから、[フリック]タブ 
を選択します 

3. [ナビゲーシヨンフリックと編集フリック]を選択してから、[カスタマイズ]をクリックし 
ます 

4. 画面の説明に沿って操作し、フリックの割り当てを変更または作成します 

5. [0K] をタップします 


これらの設定は、タッチスクリーンおよびコンピューターに固有のものです。 

オンスクリーンキーボードの使用 

データフィールドへのデータ入力が必要になることがあります。たとえば、無線ネットワークの設 
定や天気予報の場所をセットアップしたり、インターネットサイトでユーザーアカウントにアクセ 
スしたりする場合です。お使いのコンピュータ _ にはオンスクリ _ ンキ _ ボードが搭載されてお 
り、このような情報をデータフィールドに入力する必要がある場合に表示されます。 

1. キーボードを表示するには、1つ目のデータフィールドをタップします。そこで表示される小 
さいキーボードアイコンをタップします。 

または 

Windows デスクトップで、通知領域の右側にあるキーボードのアイコンをタップします。 

2. データフィールドに名前や単語がすべて入力されるまで、1文字ずつ文字をタップします。 

@ 注記： 福 1乍キーは、オンスクリーンキーボードでは表示されナよてヽため、利用できませ 

fiif 注記： キーボード上部に推奨する文字が表示される場合があります。適切な文字が表示された 
場合は、その文字を夕之：^して選択できます2 

3. キ _ ボ _ ドの enter キ _ をタップします。 
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デジタルペンの使用（一部のモデルのみ) 



ペンに電池を挿入するには、以下の操作を行います。 

1. ペンのキャップを取り外します。 

2 . ペンに電池を挿入し、キャップを取り付けなおしてから、キャップを時計回りに回して、しっか 
り締めます。 

これでお使いの HP コンピューターでデジタルペンを使用できます。画面上にペン先を軽く触れさ 
せるだけで、文字を書いたり、画面上の項目を選択したりできます。右クリック操作を実行するに 
は、画面上の項目を選択するときに、ペンの側面にあるボタンを押します。 

ペンを調節したり、ペンの感度などのペン設定を変更したりするには、スタート画面で [コントロール 
パネル] — [ハードウエアとサウンド] — [ペンとタッチ]—[ペン入力またはタッチ入力に合わせた画 
面の調整] の順にタップ し、 画面の説明に沿って操作します。 


注記： 規定情報および安全情報については、お使いのコンピューターの『規定、安全、および環境 
に関するご注意』を参照してください。このガイドを表示するには、スタート画面で 「 support 」 と 
入力して、 [HP Support Assistant] アプリ ケーシ ヨン— [マイ コンピューター]—•[ユーザー ガイ 
ド]の順に選択します。 
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ハードウ I アおよびソフトウヱアの情報の確認 

ハ_ドウェアの検索 

どのようなハードウ I アがコンピューターに取り付けられているかを調べるには、以下の操作を行い 
ます。 

1. スター ト 画面で 「コントロール」 と入力して [コン トロールパネル]を選択します。 

2. [システムとセキュリティ]を選択し、[システム]項目で[デバイスマネージャー]をクリックしま 
す。 

コンピューターに取り付けられているすべてのデバイスの一覧が表示されます。 

ソフトウェアの検索 

▲ コンピューターにインストールされているソフトウェアを確認するには、スタート画面で、マウ 
スを右クリックするか、タッチパッドの上から下に向けて指を滑らせてアプリケーションを表示 
し、[すべてのアプリ]アイコンを選択します。 

コンピューターにインストールされているソフトウェアの更新 

オペレーティングシステムを含め、ほとんどのソフトウェアは、製造元または提供元によって適宜 
更新されます。コンピューターが出荷された後で、コンピューターとともに提供されたソフトウェア 
の重要な更新が行われる場合もあります。 

更新内容によっては、オプションのソフトウェアや外付けデバイスに対するコンピューターの応答方 
法に影響を及ぼす場合もあります。更新の多くは、セキュリティ機能を強化します。 

コンピューターをインターネットに接続したら、すぐにコンピューターにインストールされている才 
ペレーティングシステムおよびその他のソフトウェアの更新を行います。 HP の Web サイト 
( http :// www . hp . com / jp /) の[ドライバー&ソフトウェアダウンロード]から、お使いの製品の情報を表 
/ J 、 し^^す 〇 
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3 ネットワークへの接続 


お使いのコンピューターは、どこへでも持ち運べます。しかし、自宅にいるときでも、コンピュー 
ターを有線または無線ネットワークに接続して使用すれば、世界中を検索して何百万もの Web サイ 
卜の情報にアクセスできます。この章では、ネットワークで世界と接続する方法について説明しま 
す。 

無線ネットワークへの接続 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、以下の無線デバイスが複数内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエリア 
ネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN と呼ばれます）に接続します。無線 
LAN では、コンピューターのモバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アクセスポイン 
卜と通信します。 

• Bluetooth デバイス：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピュータ_、電話機、プリンタ_、ヘッド 
セット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリアネットワーク （ PAN ) 
を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信するため、デバイス同士が比 
較的近距離になければなりません（通常は約10 m 以内）。 


スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポ _ 卜]を選択します。 

無線 コン ト ロールの 使用 

以下の機能を使用して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線キ_ 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線 キーの 使用 

コンピューターには1つの無線キー、およびモデルによって1つまたは複数の無線デバイスがありま 
す。お使いのコンピューターでは、すべての無線デバイスが工場出荷時に有効になっています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスの才 
ンとオフの切り替えを、無線キーで同時に行うことができます。 
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オペレーティングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

オペレーティングシステムの制御機能を使用するには、以下の操作を行います。 


モード 手順 


1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチヤームを表示し、[検索] 
をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 検索ボックスに「ネットワークと共有」と入力して[ネットワークと共有センター]を選択し 
ます 

I ■___■■ I 1. スタート画面で「ネットワーク」と入力して[設定]を選択します 

□ 2 検索ボックスに「ネットワークと共有」と入力して[ネットワークと共有センター]を選択し 

ます 




詳しくは、 [HP Support Assistant] にアクセスしてください。 [HP Support Assistant] にアクセスする 
には、スタート画面で、 [HP Support Assistant] アプリケーションを選択します。スタート画面で 
「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 

無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN) にアクセスできます。 


隊 注記 無線ルーターと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくあ 
ります。 


• 企業無線 LAN や公共無線 LAN などの大規模無線 LAN では通常、多数のコンピューターや周辺 
機器に対応できる無線アクセスポイントを使用することによって、重要なネットワーク機能を 
他のサービスから切り離すことができます。 

• SOHO 環境で使われる無線 LAN では通常、無線ルーターを使用して、複数台の無線接続または 
有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、およびファイルを共有できま 
す。追加のハードウヱアやソフトウヱアは必要ありません。 

お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供されます）に接 
続する必要があります。 

インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

自宅でインターネットアクセスをセットアップする場合は、 ISP のアカウントを設定する必要があり 
ます。インターネットサービスの申し込みおよびモデムの購入については、利用する ISP に問い合 
わせてください。ほとんどの ISP が、モデムのセットアップ、無線ルーターをモデムに接続するため 
のネットワークケーブルの取り付け、インターネットサービスの亍ストなどの作業に関するサポー 
卜を提供しています。 

g 注記: インターネこアクセスするためのユーザー id およ《スワー尹は、利用する isp から 

^提供されます。この情報は、記録して安全な場所に保管しておいてください。 
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無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、以下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー （ISP) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ル _ 夕一 （2) (別売） 

• 無線コンピューター （3) 


注記： 一部のモデムには、無線ルーターが内蔵されています。モデムの種類については、 ISP に問 
い合わせて確認してください。 


以下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークの設置例を示しています。 

9 9 ^ 


響.し^—— ^ 

お使いのネットワークを拡張する場合、新しい無線または有線のコンピューターをネットワークに追 
加してインターネットに接続できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または ISP から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはインターネットサービスプロ 
バイダー （ISP) から提供されている情報を參照してください。 


隊 注記: 最初に、ルーターに付属しているネットワークケーブルを使用して、新しい無線デバイス 
をルーターに接続することをおすすめします。デバイスが正常にインターネットに接続できること 
を確認したら^ケーブルを外し、無線ネ、とトワークを介してインタ-ネットにァクセスします。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。無線 LAN スポットと呼ばれる 
インターネットカフェや空港などで利用できる公衆無線 LAN では、セキュリティ対策が取られてい 
ないことがあります。無線 LAN スポットを利用するときにデバイスのセキュリティに不安がある場 
合は、ネットワークに接続しての操作を、機密性の低い電子メールや基本的なネットサーフィン程 
度にとどめておいてください。 

無線信号はネットワークの外に出てしまうため、保護されていない信号を他の無線 LAN デバイスに拾 
われる可能性があります。事前に以下のような対策を取ることで無線 LAN を保護します。 

• ファイアウォールを使用する 

ファイア ウォールは、ネットワークに送信されてくる データとデータ 要求をチェックし、疑わし 
いデータを 破棄します。利用できる ファイア ウォールには、 ソフ ト ウェアと ハ—ドウ ェアの 両方 
があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使用します。 

• 無線を暗号化する 
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無線の暗号化では、セキュリティ設定によってネットワークから送信されるデータの暗号化と復 
号化を行います。[ヘルプとサポート]にアクセスするには、スタート画面で「ヘルプ」と入力し 
て[ヘルプとサボート]を選択します。 


無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続するには、以下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

2. Windows デスクトップで、タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークステータスアイ 
コンをタップまたはクリックします。 

3. 一覧から接続する無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 

5. 無線 LAN がセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードの入力を求 
めるメッセージが表示されます。コードを入力し、 [OK] をクリックして接続を完了します。 


g 注記 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 

外にいる可能性があります。 

g 注記： 接続したい無線 LAN が表示されない場合は、 Windows デスクトップでネットワークス 
テータスアイコンを右クリックし、[ネットワークと共有センターを開く]を選択します。[新し 
い接続またはネットワークのセットアップ]をクリックします。オプションの一覧が表示され 
て、手動で検索してネットワークに接続したり、新しいネットワーク接続を作成するなどのオプ 
シヨンを選択できます。 


接続完了後、タスクバー右端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接続の名前およびステータスを確認できます。 

動作範囲（無線信号が届く範囲）は厂無線 LAN の実要、ルーターの製造荒、および壁や床な 

どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、以下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター（デスクトップ、ノートブック、タブレット、 PDA) 

• 電話機（携帯、 コー ■ドレス、 スマー•トフ ォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• オーディオデバイス（ヘッドセット、スピーカー） 

• マウス 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network) を設定できるピアツー 
ビア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 
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4 エンターテインメント機能を楽しむ 


お使いの コン ピューターをエンターテインメントのハブとして使用して、 Web カメラを使ったソー 
シャルネットワーキングを行ったり、音楽の再生や管理をしたり、映画のダウンロードや視聴を行っ 
たりできます。さらに強力なエンターテインメントセンターにするには、モニター、プロジェク 
夕一、テレビ、またはスピ _ 力一やヘッドフォンなどの外付けデバイスを接続します。 

マルチメディア機能 

コンピューターのエンターテインメント機能のいくつかを以下に示します。 



名称 

説明 


(1) 

カメラランプ（背面） 

カメラ用のフラッシュです 

(2) 

Web カメラ（背面） 

動画の録画、静止画像の撮影、および、 
動画のストリーミングによるビデオ会議 
やオンラインチヤットができます 



Web カメラを使用するには、「カメラ」 

と入力して[カメラ]を選択します 
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名称 


⑶ 


日里不ヲノ 


スピーカーの音量を調整します 

• スピーカーの音量を上げるには、ボ 
タンの [+] 側を押します 

• スピーカーの音量を下げるには、ボ 
タンの [-] 側を押します 


才ーディオ出力（ヘッドフォン）/オ_ 
デイオ入力（マイク）コネクタ 


別売または市販の電源付きステレオス 
ピーカー、ヘッドフォン、イヤフオン、 
へツドセツト、テレヒオー丁 イオケー 
ブルなどを接続します。別売のヘッド 
セットマイクも接続します 

警告！ 突然大きな音が出て耳を傷める 
ことがないように、音量の調節を行って 
からヘッドフォン、イヤフオン、または 
へッドセットを使用してください。安全 
に関する情報について詳しくは、『規定、 
安全、および環境に関するご注意』を参 
照してください。このガイドを表示する 
には、スタート画面で 「 support 」 と入 
力して、 [HP Support Assistant] アプ 
リケーシヨン—[マイコンピユーター ] 
—[ユーザーガイド]の順に選択します 

注記： コネクタにデバイスを接続する 
と、コンピューター本体のスピ_力_は 
無効になります 

注記： デバイスケーブルが、オーディ 
才出力（ヘッドフォン）およびオーディ 
才入力（マイク）の両方をサポートする 
4芯コネクタを備えていることを確認し 
ます 

注記： 異なるマイクコネクタを持つス 
タンドアロンのマイクおよびへッドフオ 
ンはサポートされていません 














名称 

説明 


(1) 

内蔵マイク(><2) 

サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ（前面） 

動画の録画、静止画像の撮影、および、動画 


のストリーミングによるビデオ会議やオン 
ラインチヤツトができます 


タッチパッドまたはタッチスク 

リーンの右端からスワイプしてチャームを 
表示し、[検索]をタップしてから、検索ボッ 
クスをタップします。「カメラ」と入力し、 
アプリケーションの一覧から[カメラ]を選 
択します 

または 


スタート画面で「カメラ」と入力 

し、アプリケーシヨンの一覧から[カメラ]を 
選択します 


(3) 

Web カメラランプ（前面） 

Web カメラの使用中に点灯します 

(4) 

周辺光センサー 

周辺光センサーが有効になっていると、周囲 
の明るさに合わせて画面の輝度が自動的に 
調節されます 

(5) 

スピーカー （><2) 

サウンドを出力します 

⑹ 

_ USB 2.0 ホ 。 —卜 

別売の USB デバイスを接続します 
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名称 


説明 


(7) オーディオ出力（ヘッドフォン）/オーディ別売または市販の電源付きステレオスピー 

1 p 才入力（マイク）コネクタ カー、ヘッドフォン、イヤフォン、ヘッド 

■ン セット、テレビオーディオケーブルなどを 

接続します。別売のへッドセットマイクも 
接続します 

警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めるこ 
とがないように、音量の調節を行ってから 
ヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッド 
セットを使用してください。安全に関する 
情報について詳しくは、『規定、安全、およ 
び環境に関するご注意』を参照してください 
このガイドを表示するには、スタート画面で 
「 support 」 と入力して、 [HP Support 
Assistant] アプリケーションー ►[マイコン 
ピューター]—[ユーザーガイド]の順に選 
択します 

注記： コネクタにデバイスを接続すると、 
コンピュ _ 夕 _ 本体のスピーカーは無効に 
なります 


注記： デバイスケーブルが、オーディオ 
出力（へッドフォン）およびオーディオ入力 
(マイク）の両方をサポートする4芯コネク 
夕を備えていることを確認します 


注記： 異なるマイクコネクタを持つスタ 
ンドアロンのマイクおよびへッドフオンは 
サポートされていません 


(8) Mam . HDMI 出力端子 HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイ 

スやオーディオデバイス、対応するデジタ 
ルコンポーネントやオーデイオコンポー 
ネント、または高速 HDMI デバイスを接続し 
ます 
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Web カメラの使用 

お使いのコンピューターには、ソーシャルネットワーキングの強力なツールである Web カメラが2 
つ内蔵されています。 Web カメラを使用すると、すぐ隣にいる友人や同僚とも、地球の裏側にいる友 
人や同僚とも、同じように間近に感じるコミュニケーションが取れます。 Web カメラを使用すると、 
インスタントメッセージソフトウェアによる動画のストリーミング、動画の撮影や共有、および静 
止画像の撮影が行えます。 

Web カメラを起動するには、以下の操作を行います。 


モード 

手順 


\%\ 

1 . 

タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチヤームを表示し、[検索] 

をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 

「カメラ」と入力し、アプリケーションの一覧から[カメラ]を選択します 


スタ 

—卜画面で「カメラ」と入力し、アプリケーションの一覧から[カメラ]を選択します 


Web カメラの使用について詳しくは、アプリケーションのソフトウエアヘルプを参照してくださし、。 


オーディオの使用 

お使いのコンピューターでは、音楽のダウンロードや再生、 Web 上のオーディオコンテンツ（ラジ 
才など）のストリーミング、オーディオの録音、オーディオとビデオの組み合わせによるマルチメ 
ディアの作成などが可能です。オーディオを聴く楽しみを広げるには、スピーカーやへッドフォンな 
どの外付けオーディオデバイスを接続します。 


スピーカーの 接続 

有線のスピ _ 力 _ をコンピュ _ 夕一に接続する場合は、コンピュータ _ またはドッキングステー 
シヨンの USB ポート（またはオーディオ出カコネクタ）に接続します。 

無線スピーカーを コン ピューターに接続するには、デバイスの製造元の説明書に沿つて操作してくだ 
さい 。 HD 対応スピーカーを コン ピューターに接続するには、 41 ぺージの 「 HDMI 用の才ーディオ 
の設定」 を参照します。オーディオデバイスを接続する前に、必ず音量を調整してください。 
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[HP Beats Audio ] の使用 

[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御された低音を提供する拡張オーディオ 
機能です。 [HP Beats Audio] は、コンピューターの内蔵スピーカー、 USB ポートに接続した外付けス 
ピーカー、またはへッドフォンコネクタに接続した [HP Beats Audio] 対応へッドフォンで使用でき 
ます。 

[Beats Audio Control Panel] (HP Beats Audio コントロールパネル）の操 
作 

[Beats Audio Control Panel] を使用して、オーディオおよび低音設定を表示し、手動で調整します。 
[Beats Audio Control Panel] を起動するには、以下の操作を行います。 


モード 手順 


\%\ 


1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索]をタッ 
プしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「コントロール」と入力し、[コントロールパネル]— [ハー ドウエアとサウンド']— [Beats Audio 
Control Panel] の順に選択します 


スタート画面で、「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択し、[ハードウェアとサウ 
ンド]— [Beats Audio Control Panel] の順に選択します 


[HP Beats Audio] の有効化および無効化 

[HP Beats Audio] を有効または無効にするには、以下の操作を行います。 


モード 手順 




1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索]をタッ 
プしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「コントロール」と入力し、[コントロールパネル]—[ハードウェアとサウンド]— [Beats Audio 
Control Panel] の順に選択します 


3. 画面の説明に沿って操作します 




1. スタート画面で、「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択し、[ハードウエアと 
サウンド] — [Beats Audio Control Panel] の順に選択します 

2. 画面の説明に沿って操作します 
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サウンドの確認 

お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、以下の操作を行います。 


モード 手順 




1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索] 
をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「コントロール」と入力し、[コントロールパネル]— [ハー ドウエアとサウンド] — [サウン 
ド]の順にタップします 


3. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをタップします。[プログラムイベント] 
でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントをタップし、[テスト]をタップします 




1. スタート画面で「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択します 

2. [ハードウヱアとサウンド]—[サウンド]の順に選択します 

3. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブを選択します。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]をクリックします 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります 


お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 


モード 手順 




1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索] 
をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「サウンド」と入力して[サウンドレコーダー]を選択します 


3. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存し 
ます 


4. マルチメディアプログラムを開き、録音内容を再生します 




1. スタート画面で「サウンド」と入力して[サウンドレコーダー]を選択します 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存し 
ます 


3. マルチメディアプログラムを開き、録音内容を再生します 


コンピューターのオーディオ設定を確認または変更するには、以下の操作を行います。 


モード 手順 






1. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[検索] 
をタップしてから、検索ボックスをタップします 

2. 「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択します 

3. [ハードウヱアとサウンド]—[サウンド]の順に選択します 

1. スタート画面で「コントロール」と入力して[コントロールパネル]を選択します 

2. [ハードウエアとサウンド]—[サウンド]の順に選択します 
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動画の視聴 

お使いのコンピューターは強力なビデオデバイスであり、お気に入りの Web サイトの動画のスト 
リーミングを視聴したり、動画や映画をあらかじめダウンロードしてネットワークに接続しないで視 
聴したりできます。 

キーボードドックのコネクタのどれかに外付けモニター、プロジェクター、またはテレビを接続す 
ることで、視聴の楽しみが広がります。お使いのコンピューターには 、 HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface ) コネクタが搭載されており、 HD 対応のモニターまたはテレビに接続できます。 


重要： 外付けデ/《イスが、正しいケーブルを使用してコンピューター上の正しいコネクタに接続さ 
れていることを確認してください。不明点や疑問点がある場合は、デバイスの製造販売元の説明を確 
認してください。 


HDMI デバイスの接続 


@ 注記 HDMI デバイスをキーボードドックに接続するには、別売の HDMI ケーブルが必要です。 


HD 対応のテレビまたはモニターでコンピューターの表示画面を見るには、以下の手順に従って HD 
対応のデバイスを接続します。 

1. HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI 出力端子に接続します。 



2. ケー ブルのもう一方の端を HD 対応の テレ ビまたは モニタ _ に接続します。 

3. コンピューター の f 4 キーを押すと、 コンピューター の表示画面が以下の 4 つの表示状態の間で 
切り替わります。 

• PC 画面のみ：コンピューター本体の画面にのみ表示します。 

• 重複：コンピューター本体および外付けデバイスの両方の画面に同時に表示します。 

• 拡張：コンピューター本体および外付けデバイスの両方にわたって画像を拡張します。 

• セカンドディスプレイのみ：外付けデバイスの画面にのみ表示します。 

コンピューターの f 4 キーを押すたびに、表示状態が切り替わります。 

「拡張]オプションを選択した場合は特に、外# T ナデバイスの解像度を調整してくださ 

し、。キ ー ボ ー ドドックを使用して、スタ ー ト画面で「コントロ ー ル」と入力し、 [コント ロール 
パネル]を選択します。[デスクトップのカスタマイズ]を選択します。最適な解像度にするに 
は、[ディスプレイ]で[解像度の調整]を選択します。 
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HDMI 用のオーディオの設定 


HDMI は、 HD 対応のビデオとオーディオをサボートする唯一のビデオインターフェイスです。 
HDMI 対応のテレビをコンピューターに接続した後、以下の操作を行って HDMI 才ーディオをオンに 
できます。 

1. Windows デスクトップで、タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右ク 
リックし、[再生デバイス]をクリックします。 

2. [再生]タブで、デジタル出カデバイスの名前を選択します。 

3. [既定値に設定] — [OK] の順にクリックします。 

オーディオのストリーミングをコンピューターのスピーカーに戻すには、以下の操作を行います。 

1. Windows デスクトップから、タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右ク 
リックし、[再生デバイス]をクリックします。 

2. [再生]タブで、[スピーカーおよびヘッドフォン]をクリックします。 

3. [既定値に設定]— [OK] の順にクリックします。 

カメラ 


お使いのタブレツトの前面および背面の内蔵カメラは、動画を録画したり静止画像を撮影したりでき 
る入カデバイスです。 
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キ ー ボ ー ド、タッチジェスチヤ、および 
ポインティングデバイスを使用した操作 


お使いのコンピュータ _ では、キ _ ボ _ ドとマウスに加え、タッチジェスチャを使用して操作が行 
えます。タッチジェスチヤはコンピュ _ 夕 _ のタッチパッドまたはタッチスクリ _ ンで使用でき 
ます。 


聲 注記 外付け USB マウス（別売）は、キーボードドックの USB ポートのどれかに接続できます。 


お使いのコンピューターに付属している 『Windows 8の基本操作』を確認してください。このガイド 
には、タッチパッド、タッチスクリーン、またはキ _ ボ _ ドを使用した一般的な操作に関する情報 
が記載されています。 

操作キ _ は、タブレットのオンスクリ _ ンキ _ ボ _ ドでは表示されないため、利用できません。夕 
ブレットモデルのキーボードには、日常タスクを実行するための特殊なホットキー機能も搭載され 
ています。 

タッチパッドの使用 

タッチパッドを使用すると、簡単な指の動きでコンピューターを操作できます。 

設定、ボタンの構成、クリック速度、およびポインターオプションを変更することで、タッチジェ 
スチヤをカスタマイズできます。スタート画面で「コントロール」と入力します。[コントロールパ 
ネル]—[ハードウエアとサウンド]の順に選択します。[デバイスとプリンター]から[マウス]を選択 
します。 


タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タツチパッドをオフまたはオンにするには、タツチパッドの左上隅のエリアをダブルタップします。 





タッチパッドではさまざまな種類のジェスチャがサポートされており、指でスクロール、スワイプ、 
ピンチ、回転などを行ってスクリーンの項目を操作できます。 
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キーボードおよびマウスの使用 

キーボードおよびマウスを使用して、入力や項目の選択、画面のスクロールができ、タッチ ジェス 
チャを使用したときと同じ機能を実行できます。キーボードドックを使用すると、特殊な操作キー 
およびホットキーを使つて特定の機能も実行できます。 


@ 注記： 操作キーは、タブレットのオンスクリーンキーボードでは表示されないため、利用できま 
せん。 

二& ヒント： キーボードの Windows キー Jjj を使用すると、開いているアプリケーシヨンや 

Windows デスクトップから、スタート画面にすばやく戻ることができます。 Windows キーをもう一 
度押すと、前の画面に戻ります。 

注記： 国または地域によっては、キーボードに含まれるキーおよびキーボード機能がこの項目での 
説明と異なる場合もあります。 


キーの使用 

お使いのコンピューターでは、特定のキーの組み合わせを使用して、さまざまな方法ですばや OI 青報 
にアクセスしたり機能を実行したりできます。 

操作 キーの 使用 


@ 注記： 操作キーは、タブレツトのオンスクリーンキーボードでは表示されないため、利用できま 
せん。 


キーボードドックの操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 fl 〜 f 4 および f 6 
〜 f 12 の各キーの アイコ ンは、操作キーに割り当てられている機能を表します。 

操作キーの機能を使用するには、そのキーを押したままにします。 

キーボードドックの操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアッ 
プユーティリティ （ BIOS ) で無効にできます。セットアップユーティリティ （ BIOS ) を開いたと 
きの手順については' 62 ぺージの「セットアップユーティリ亍ィ （ BIOS ) およびシステム診断の 
使用丨 を参照し、画面下部の説明に沿って操作してください。 

キーボードドックの操作キーの機能を無効にした後に、出荷時に割り当てられていた機能を実行す 
るには、 fn キーを押しながら実行する機能が割り当てられていた操作キー（一部のモデルのみ）を押 
す必要があります。 


△注意： セットアップユーティリティで設定変更を行う場合は、細心の注意を払ってください。設 
定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


アイコン 

キー 

説明 

? 

fl 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、チュートリアル、 

Windows オペレーティングシステムとコンピューターに関する情報、質問への回答、 
およびコンピューターへのアップデートファイルなどが提供されます 

また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓口へのアクセスも提供さ 
れます 

采 

f 2 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

来 

f 3 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 
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アイコン 

キー 

説明 

〇 

f4 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ぱ、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピュ _ 夕 _ 本体のディスプレイ、外付けモニタ _ のディスプレイ、コンピュ _ 夕 _ 
本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 

この操作キーでは、モニター以外でも、コンピューターからビデオ情報を受信してい 
るデバイスとの間で表示画面を切り替えることができます 

N4 

f6 

オーディオ CD の前のトラックまたは DVD や BD の前のチャプターを再生します 

Ml 

f7 

オーディオ CD、DVD、 または BD の再生を開始、一時停止、または再開します 

扑1 

f8 

オーディオ CD の次のトラックまたは DVD や BD の次のチャプターを再生します 


f9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に下がります 

f+ 

flO 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 

砂 

fll 

スピーカーの音を消したり元に戻したりします 


f12 

無線機能をオンまたはオフにします 

注記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセットアップされてい 
る必要があります 


Microsoft Windows 8 ショートカットキーの使用 

Microsoft Windows 8には、すばやく操作を実行するショートカットが用意されています。いくつか 
のショーカットは、 Windows 8の機能を使用するときに役立ちます。 Windows キーとショー 
トカット キーを組み合わせて押して、操作を実行します。 

@ 注記: T 桑作キーは、ータブ b 卜のオンスク刀ーンキーボードでは表示されず、機能しま；ん。 


Windows 8のシヨートカツトキーについて詳しくは 、 [HP Support Assistant ] を参照してくださし、。 
[HP S 叩 port Assistant ] にアクセスするには、スタート画面で、 [HP Support Assistant ] アプリケー 
シヨンを選択します。 


ショート 
カツト 
キー 

キー 

説明 

__ スタート画面が開きます 

■_ 

鐘 + 

■5 

C 

チャームが開きます 

麵 + 

d 

Windows デスクトップが開きます 
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シヨート 
カツト 
キー 

キー 

説明 

__ 

tab 

開いているアプリケーションを切り替えます 

注記： 目的のアプリケーションが表示されるまで、このキーの組み 
合わせを押し続けます 

__ + 

0 

自動回転ロック機能をオフまたはオンにします 

alt + 

f4 

アクティブなアプリケーションが閉じられます。操作キーの設定に 
より、実行される操作が異なります。詳しくは「操作キーの使用」を 
参照してください 

注記： 操作キ _ は、タブレットのオンスクリーンキーボードでは 
表示されず、機能しません 


ホットキーの使用（一部のモデルのみ） 

ホットキーは、 fn キーと esc キーの組み合わせです。 

ホットキーを使用するには、以下の操作を行います。 

▲ fn キーを短く押し、次にホットキーの組み合わせ（一部のモデルのみ）の2番目のキーを短く押 
します。 


機能 

ホットキー 

説明 

システム情報の表示（一部 
のモデルのみ） 

fn + esc 

システムのハードウエアコンポーネントやシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます 
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電源の管理 


お使いのコンピューターは、バッテリ電源または外部電源で動作します。コンピューターが/《ッテリ 
電源でのみ動作しており、外部電源を使用してバッテリを充電することができない場合は、バッテリ 
残量に気をつけながら節約することが重要です。お使いのコンピューターでは、電源を使用したり節 
電したりする方法を管理できる最適な電源プランがサポートされているため、コンピューターのパ 
フオー マンスと節電のバランスを取ることができます。 


スリープおよび休止状態（ハイバネーシヨン）の開始 （ 一部の 
モデルのみ） 

Microsoft Windows には、スリープおよび休止状態の2つの省電力設定があります。 

• スリープ：バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が 
一定時間続いた場合に、スリープ状態が自動的に開始されます。作業中のデータがメモリに保存 
されるため、非常に迅速に作業に戻れます。手動でスリープを開始することもできます。詳しく 

は、 46 ページの「スリープの開始および終了（一部のモデルのみ）丨 を参照してくださしヽ 

• 休止状態：完全な口ーバッテリ状態になった場合、自動的に休止状態になります。休止状態に 
なると、データがハードドライブのファイルとして保存されて、コンピューターの電源が切れま 
す。 


g 注記： 一部のモデルで、手動で休止状態にしたい場合には、[電源オプション]を使用して休止 
状態を有効にできます。詳しくは、 47 ページの「ューザー起動の休止状態の、有効化および 
終了（一部のモデルのみ）」 を参照してください 


△注意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリーブを開始しないでください。 

[ if 注記： コンピューターがスリープまたは休止状態の場合は、無線接続やコンピューターの機能を実 
行することが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了（一部のモデルのみ） 

コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、以下の操作を行います。 

• 電源ボタンを短く押します。 

J タッチパッドまたはタッチスクリ ー ンの右端から スワ イプしてチャ ー ムを表示し、[検 

索] — [電源]アイコンの順にタップして、[スリープ]をタップします。 

または 

r *—* tla スタ_卜画面で、画面の右上隅または右下隅にポインターを置きます。チャ_ムの一覧 
が開いたら、[設定]4[電源]アイコンの順にクリックして、[スリープ]をクリックします。 
スリープ状態を終了するには、以下の操作を行います。 

• Windows ボタンを押します。 

• 電源ボタンを短く押します。 
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• ディスプレイが閉じている場合は、タブレットをキーボードドックに接続して、ディスプレイ 
を開きます。 

• キ _ ボ _ ドのキ _ を押します。 

• タッチパッドで、タップするか指を滑らせます。 

コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻りま 
す。 

復帰するとき厄パスワードを必要？するように設定した場合は、作業を中断しチ;:時点の画面 

に戻る前に Windows スワードを入力する必要があります。 

ユーザー起動の休止状態の、有効化および終了（一部のモデルのみ） 

一部のモデルでは、[電源オプション]を使用すると、ユーザーが休止状態を開始できるようにしたり、 
その他の電源設定およびタイムアウトを変更したりできます。 

スタ_ 卜 画面で 「コントロ ー ル」 と入力し、 [コントロ _ ルパネル] — >[/\— ドウ エアとサ ウン 
ド]—[電源オプション]の順に選択します。 

2. [プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

4. [電源ボタンとカバー]をクリックし、カバーを閉じたときおよび電源ボタンを押したときの動作 
として[休止状態]を選択します。 

5. [ OK ] をクリックします。 

休止状態を終了するには、電源ボタンを短く押します。電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の 
画面に戻ります。 

rifasBl 復帰するとき厄パスワードを必要万するように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

元の電源設定を復元するには、以下の操作を行います。 

スタ_卜画面で「コントロ ー ル」と入力し、 [コン トロ ー ルパネル] — >[ハ_ドウエアとサウン 
ド]—[電源オプション]の順に選択します。 

2. [プラン設定の変更]をクリックします。 

3. [このプランの既定の設定を復元]—[はい]ボタンの順にクリックします。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたは休止状態が終了したときにパスワードの入力を求めるようにコンピューターを設定 
するには、以下の操作を行います。 

スタ_卜画面で「コントロ ール」と入力し、 [コントロ _ルパネル] — >[ハ_ドウエアとサウン 
ド]—[電源 オプション] の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保№1をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 
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4 . [パスワードを必要とする（推奨）]をクリックします。 


g 注記： ユーザーアカウントを作成したり、現在のユーザーアカウントを変更したりする場合 
は、[ユーザーアカウントパスワードの作成または変更]をクリックしてから、画面の説明に 
沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がない場合は、 
手順 5 に進んでください。 


5 . [変更の保存]をクリックします。 

電源メーターおよび電源設定の使用 

電源メーターは Windows デスクトップにあります。電源メーターを使用すると、すばやく電源設定 
にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したりできます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、 Windows デスクトップで[電源メータ ー] アイコ 
ンをポイントします。 

• Windows デスクトップから[電源オプション]にアクセスするには、[電源メータ ー] アイコンをク 
リックして一覧から項目を選択します。スタート画面から[電源オプション]にアクセスするに 
は、「コントロール」と入力して [コントロールパネル]— •[ハー ドウヱ アと サウンド]— ■[電源才 
プション]の順に選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メーター]アイ 
コンの形の違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全な口一 
バッテリ状態になった場合にそのメ ッセー ジも表示されます。 

バッテリ電源での駆動 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、タブレットはバッテリ電源で動 
作します。充電済みのバッテリを装着したタブレットから AC アダプターを取り外すと、電源が自動 
的にバッテリ電源に切り替わり、バッテリ電源を節約するために画面の輝度が下がります。バッテリ 
をタブレットに装着したままにしておくと、タブレットを外部電源に接続していない場合は、タブ 
レットがオフのときでもバッテリは徐々に放電していきます。タブレットがキーボードドックに取 
り付けられている場合は、キーボードドックのバッテリが完全な口ーバッテリ状態になるまで、 
キーボードドックのバッテリからシステムに電源が供給されます。完全な口ーバッテリ状態にな 
ると、システムがタブレットのバッテリに切り替わります。 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、タブレットに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素に 
よって異なります。 


隊 注記： キーボードドックにはセカンダリバッテリがあります。タブレットがキーボードドック 
に取り付けられている場合は、キーボードドックの/^テリからシステムに電源が供給されます。_ 

出荷時に装着されているバッテリ 

バッテリの状態を監視する場合、またはバッテリが充電されなくなった場合は、 [HP Support 
Assistant ] で [HP バッテリチェック]を実行してください。バッテリ情報を表示するには、スタート画 
面で 「 support 」 と入力して、 [HP Support Assistant] アプリケーシヨン ー» ■[バッテリおよびパフオー 
マンス]の順に選択します。 [HP バッテリチェック]にバッテリを交換する必要があると表示されて 
いる場合は、使用を中止し、バッテリの交換について HP のサボート窓口にお問い合わせください。 
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バッテリに関する情報の確認 

[HP S 叩 port Assistant ] では、バッテリに関する以下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリテスト 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 

バッテリ情報を表示するには、スタート画面で 「[ support ]」 と入力して 、 [HP Support Assistant ] 
-> I :バッテリおよびパフォーマンス]の順に選択します。 

バッテリの節電 

バッテリ寿命の節約および最大化のために、以下のヒントを参考にしてください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

• 使用していない無線デ/ くイスをオフにします。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、 USB ポートに接続している外付けハード 
ドライブなど、使用していないものをコンピューターから取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープを開始するか、コンピューターの電源を切ります。 

ロー バッテリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリ状態になった場合は、以下のようになります。 

• バッテリランプ（一部のモデルのみ）が、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態 
になっていることを示します。 

または 

• Windows デスクトップの[電源メータ ー] アイコンが、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッ 
テリ状態になっていることを通知します。 

g " 注記： 電源メーターについて If " しくは、「電瘋メーターの使用丁を参照してくださ 

一部のモデルでは、完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターで以下の処理が行わ 
れます。 

• 休止状態が無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い時間ス 
リープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失われま 
す。 

• 休止状態が有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、休止状態にな 
ります。 
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ロー バッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 

• AC アダプタ _ を接続します。 

• キーボードドックをタブレットに接続します 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプターを接続します。 

電源を使用できない場合のロー バッテリ状態の解決 

• 休止状態にします (47 ページの「ユーザー起動の休止状態の、有効化および終了（一部のモデ 
ルのみ）丨 を參照してください）。 

• 作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

休止状態を終了できない場合のロー バッテリ状態の解決 

休止状態を終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、以下の操作を行いま 
す。 

1. AC アダプターをコンピューターと電源コンセントに接続します。 

2. 電源ボタンを押して、休止状態を終了します。 

外部電源での駆動 

外部電源の接続について詳しくは、コンピューターに付属の『セットアップ手順』ポスターを参照し 
てください。 

純正の AC アダプター、または別売のドッキングデバイスや拡張デバイスを使用してコンピューター 
が外部電源に接続されている場合、コンピューターはバッテリ電源を使用しません。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使用する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
るこのシステム専用の AC アダプターだけを使用してください。 

注意： システムの損傷を防ぐため、他のタブレットまたはコンピューターの AC アダプタ_は使用 
しないでください。 

以下のどれかの条件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

△警告！ 航空機内でコンピューターのノ テリ^充電し豆いでくださして 

• バッ テリを充電するか、 バッ テリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• ディスクに情報を書き込む場合（一部のモデルのみ） 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• ディスプレイの輝度が上がります。 

• Windows デスクトップの[電源メータ ー] アイコンの形状が変わります。 
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外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 

• Windows デスクトップの[電源メーター]アイコンの形状が変わります。 

コンピューターのシャットダウン（電源切断） 

^ 注意: コゾ已ューターをシャフトダウンする保存されてし、百い情報は失われま'コンピュー 

ターを2ャこントダウンする前に 1 必ず作業中のデータを保存するようにしてくださしし 

[シャットダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

以下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• USB ポートまたはビデオコネクタ以外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する 
場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

キーボードドックに接続されていないタブレットをシャットダウンするには、以下の操作を行いま 
す。 

▲ Windows ボタンと電源ボタンを同時に押して、[シャットダウン]を選択します。 

電源ボタンを押し続けてコンピューターの電源を切ることもできますが、 Windows の[シャットダウ 
ン]コマンドを使用した手順でコンピューターをシャットダウンすることをおすすめします。 

コジ它ューターがスリープまたは休止状態の場合は、シャフトダウンをする前!こ、電源ボタ 

とを短 i 押してスリープまたは休止状態を終了する必要があります^ 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. タッチパッドまたはタッチスクリーンの右端からスワイプしてチャームを表示し、[設定] — [電 
源]アイコンの順にタップして、[シャットダウン]をタップします。 

または 

スタート画面で、ポインターを画面の右上隅または右下隅に移動します。 

3. チャームの一覧が開いたら、[設定] — [電源]アイコンの順にクリックして、[シャットダウン]を 
クリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、以下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

応答していないタブレットをシャットダウンするには、以下の操作を行います。 

▲ Windows ボタンと電源ボタンの両方を同時に押します。 

キーボードドックに接続されている、応答していないタブレットをシャットダウンするには、以下 
の操作を行います。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、[電源]アイコンをクリックしてシャットダウンを選択し 
ます。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切り離します。 
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情報の管理と共有 


ドライブとは、デジタル記憶装置（ストレージデバイス）で、情報の保存、管理、共有、およびア 
クセスを可能にします。お使いのコンピューターにはソリッドステートドライブ （ SSD ) が搭載さ 
れており、コンピューターのソフトウェアやオペレーティングシステムを格納し、すべての個人用 
ファイルのためのストレージも提供しています。 

容量または機能を追加する場合は、オプティカルドライブやハードドライブなどの外付けドライブ 
(別売）を接続するか、スマートフォンやカメラのデジタルストレージカードを直接挿入します。 
コンピューターの USB (Universal Serial Bus ) ポートに USB フラッシュドライブを接続すると、 
すばやいデータ転送も可能になります。デバイスによって、コンピューターの電源を使用して稼動す 
るものもあれば、独自の電源を持っているものもあります。一部のデバイスには、そのデバイスを使 
用する前にコンピューターにインストールする必要があるソフトウヱアが付属しています。 


g 注記 外付け無線デバイスの接続については、 29 ページの「ネットワークへの接続 I を参照して 
ください。 

注記： 必要なソフトウェアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照してください。 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

ほとんどのコンピューターには USB ポートが複数あります。これは、このような多用途インター 
フェイスを使用すると、 USB キーボード、マウス、外付けドライブ、プリンター、スキャナー、 USB 
ハブなどの多種多様な外付けデバイスをコンピューターに接続できるためです。 


@ 注記： 専用の AC アダプターがない USB デバイスの中には、コンピューターが外部電源またはバッ 
テリ電源で動作している場合にサポートされないものもあります。コンピューターが外部電源また 
はバッテリ電源で動作している場合、複数の USB デバイスは同時にサポートされないことがありま 
す0 


種類 説明 

USB 2.0 データを60 MB/ 秒で転送します 


USB デバイスの接続 

^ 注意: usb ポートの損傷を防ぐため、デノぐイスを接続するどきは無理な力を加えな r ヽでく召さい。— 


52 第7章 


情報の管理と共有 













▲ デバイスの USB ケーブルを USB ポートに接続します。 

@ 注記： お使いのコンューターの USB ポートは、ここに記載されてでヽる図と多少異なる場吾 

があります。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


啟 注記： 初めて USB デバイスを装着した場合は、 Windows デスクトップにメッセージが表示され、 
通知領域にアゴコンを'表示されて、デ/ビスダコン旦テーターによって認識された^:を示します。 

USB デバイスの取り外し 


△注意： USB ポートの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らないで 
ください。 

注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の操作を行って USB デバイスを安全に 
取り外します。 

1. 情報を保存し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. Windows デスクトップで、タスクバーの右端の通知領域にあるハードウエアのアイコンをタップ 
またはクリックします。[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]というメッセージ 
が表示されます。画面の説明に沿って操作します。 

3. [ USB ] アイコンをタップまたはクリックし、画面の説明に沿って操作します。 


専用電源または AC アダプター付き USB デバイスの接続 

電源イ不吾デ&スの接続時に装置が損傷する;^を防ぐため、デパフスの電源が切れてい 

て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 

1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. デバイスの電源コードをアース付き電源コンセントに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスを停止して、コンピューターから取 
り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
ターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 
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デジタルストレージカードの挿入と取り出し 

デジタルストレージカードを挿入するには、以下の操作を行います。 

△运^7 メディアカードコネクタの損傷を防<7こめ、メディアカードを挿入する Z きは無理な力 

を加えないでくださし上 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. デジタルストレ _ ジスロットに力 _ ドを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みま 
す。 



デ/<イスが検出されると音が鳴ります。 

デジタルストレージカードを取り出すには、以下の操作を行います。 

^ 注意： 情報の損失やシステムの运答停止を防ぐナこめ、以下の操作をそ¥ってメディアカード去安全 

に取り出します。 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. Windows デスクトップで、タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアの安全な取り外し] 
アイコンをタップまたはクリックします。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



@ 注記 力ードが出てこない場合は、力ードを引いてスロットから取り出します。 
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8 コンピューターのメンテナンス 


コンピューターを最適な状態に保つには、定期的なメンテナンスを行うことが非常に重要です。この 
章では、[ディスクデフラグ]や[ディスククリーンアップ]などのツールの実行によって、コンピュー 
ターのパフオーマンスを向上させるための情報を提供します。また、プログラムおよびドライバーの 
更新、コンピューターの清掃手順、コンピューターの持ち運びに関する情報も提供します。 

パフオーマンスの向上 

誰もが高速なコンピューターを望んでいますが、[ディスクデフラグ]や[ディスクのクリーンアップ] 
などのツールを使用して定期的なメンテナンス作業を実行することにより、コンピューターのパ 
フオーマンスを向上させることができます。また、コンピューターが古くなるにつれて、より大容量 
のドライブの取り付けやメモリの増設を検討する可能性が出てきます。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスクのクリーンアップ]を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 


[ディスククリーンアップ]を実行するには、以下の操作を行います。 

1. スタート画面で「ディスク」と入力し、[設定]—[不要なファイルの削除によるディスク領域の 
解放]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへ更新することをおすすめします。更新に 
よって問題が解決し、コンピューターで新しい機能やオプションを使用できるようになります。テク 
ノロジーは常に変化しているため、プログラムやドライバーを更新するとお使いのコンピューターで 
最新のテクノロジーを実行できます。たとえば、古いグラフィックスコンポーネントは最新のゲー 
ムソフトウェアで正しく動作しない場合があります。最新のドライバーがないと、お手持ちの装置 
を最大限に活用できません。 
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コンピューターの清掃 

お使いのコンピューターおよび外付けデバイスを清掃することにより、それらを良好な動作状態に維 
持できます。コンピューターを清掃しないと、ほこりや汚れの粒子がたまります。 


△注意： コンピューターの清掃には、以下の清掃用製品は使用しないでください。 

アルコール、アセトン、塩化アンモニウム、塩化メチレン、炭化水素などの強力な溶剤を使用する 
と、コンピューターの表面に修復できない傷が付いてしまう可能性があります。 


ディスプレイ、側面およびカバーの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのガラス用クリーナーで湿らせた柔らかい布でやさしく拭いてくだ 
さい。ディスプレイが乾いてから、カバーを閉じるようにしてくださし、。 

側面とカバーを清掃するには、あらかじめ湿らせた殺菌性の布を使用してください。ペーパータオ 
ルなどの繊維素材を使用すると、コンピューターに傷が付く可能性があります。 


隊 注記： コンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円を描くように 
拭いてください。 


タツチパッドおよびキーボードの清掃 


△注意： コンピュ_夕 _ の清掃中も、キ _ ボ _ ドのキ _ とキ _ の間に洗剤なと'の液体が絶対に華れな 
いようにしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性が 
あります。 


• タッチパッドやキ _ ボ _ ドを清掃および消毒するには、ノンアルコ _ ルのガラス用クリーナ _ で 
湿らせた、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム皮 
クロスなど）を使用するか、条件に合った使い捨て除菌シートを使用してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きの缶を使用してください。 


△警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使用してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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コンピューターの持ち運びまたは送付 

コンピューターを持ち運んだり発送したりする必要がある場合は、装置を安全に保持するために以下 
の点を参考にしてください。 

• お使いのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、以下の手順で準備を行 
います。 

。 タブレットをキ _ ボ _ ドドックに取り付けて、タブレット画面を保護します。 

。 外付けドライブに情報をバックアップします。 

。 すべてのディスク、接続されている USB デバイス、 HDMI デバイス、およびすベての外付 
けメディアカード（デジタルストレージカードなど）をコンピューターから取り外しま 
す。 

。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 コンピューターをシャットダウン します。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物と一緒に預けない 
でください。 


△注意 ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 

は、空港の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチェックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内でコンピューターを使用する場合は、機内のアナウンスを聞いて、コンピューターの使用が 
許可されている時間を確認してください。機内でのコンピューターの使用を許可するかどうか 
は航空会社の判断に委ねられます。 

• コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面 
に「コワレ モノー 取り扱い注意」と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスが搭載されている場合、これらのデバイスの使用が制限される状 
況になる場合があります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、および危険区域内です。 
特定の機器の使用に適用される規定が不明な場合は、コンピューターの電源を入れる前に、使用 
可能かどうかを確認して許可を得てください。 

• コンピューターを持って国外に移動する場合は、以下のことを行ってください。 

。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。 滞在する国または地域に適応した電源コードを、滞在する国または地域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 


△警告！ 感電、火災、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品用に販売されている電圧コンバーターは使用しないでください。 
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コンピューターと情報の保護 


タブレットのセキュリティは、情報の機密性、整合性、および可用性を保つために重要です 。 Windows 
オペレーティングシステム、 HP アプリケーシヨン、 Windows 以外のセットアップユーティリティ 
( BIOS )、 およびその他の他社製ソフトウェアの標準のセキュリティソリューシヨンによって、ウィ 
ルス、ワーム、およびその他の種類の悪質なコードなどのさまざまなリスクからお使いのコンピュー 
ターを保護できます。 


重要： この章に記載されている一部のセキュリティ機能は、お使いのコンピューターでは使用でき 
ない場合があります。 



タブレツトでの危険性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

Power-on password (電源投入時パスワー ド） 

コンピューターウイルス 

ウィルス対策ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

フアイアウオールソフトウェア 

セットアップューティリティ （BIOS) の設定、およびその 
他のシステム識別情報への不正なアクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

ソフトウェアの更新 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 


パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するため、およびオンラインでの情報のやり 
取りを保護するために選択する文字列です。いくつかの種類のパスワードを設定できます。たとえ 
ば、コンピューターを初めてセットアップするときに、コンピュ_夕_を保護するためにュ_ザ_パ 
スワードを作成するよう求められます。追加のパスワードは、 Windows 、 およびコンピュ _ 夕一にプ 
リインストールされているセットアップユー亍ィリティ ( BIOS ) で設定できます。 

セットアップユー亍ィリティ （ BIOS ) の機能および Windows のセキュリティ機能に、同じパスワー 
ドを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保存したりするときは、以下のヒントを参考にして〈ださい。 

• コンピューターがロックされないように、パスワードはすべて書き留め、コンピューターから離 
れた安全な場所に保管しておきます。パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 
でください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従ってください。 

• 少なくとも3か月に一度の割合でパスワードを変更すると安全性がより高まります。 

• パスワードは長く、文字、句読点、記号、数字が組み合わされていることが理想です。 

• コンピューターを修理などのためにサポート宛てに送付する場合は、ファイルのバックアップ、 
機密性の高いファイルの削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードについて詳しくは、スタ_卜画面で 
「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサボート]を選択してください。 


58 第9章 コン ピュー ターと 情報の保護 













Windows でのパスワードの設定 


パスヮード 

機能 

ユー ザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 
スリープの終了時にユーザーパスワードを要求するように、 
コンピューターをセットアップすることもできます。詳しく 

は、 47ページの「復帰時のパスワード保護の設定」 を参照 
してください 

管理者パスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

注記： このパスワードは、セットアップユーティリティ 
(BIOS) のデータへのアクセスには使用できません 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) 

パスワードの設定 

パスヮード 

機能 

Administrator password (管理者パスワード） 

• セットアップユーティリティ (BIOS) にアクセスする 
たびにこのパスワードを入力する必要があります 

• Administrator password を忘れた場合は、セットアップ 
ユーティリティ （BIOS) にアクセスできません 

注記： Power-on password (電源投入時パスワード）の代 
わりに Administrator password を入力することもできます 

注記： Administrator password は、 Windows で設定した管 
理者パスワードで置き換えができず、また、設定時や入力時、 
変更時、および削除時にパスワードとして設定した文字は表 
示されません 

注記： [Press the ESC key for Startup] という メ ッセージ 
が表示される前の最初のパスワード確認のときに Power-on 
password を入力した場合は、セットアップユーティリティ 
(BIOS) にアクセスするときに Administrator password を入 
力する必要があります 

Power-on password (電源投入時パスワード） 

• コンピューターの電源投入時または再起動時には必ず 
このパスワードを入力する必要があります 

• Power-on password を忘れると、コンピューターの電源 
を入れることも、再起動もできなくなります 

注記： Power-on password の代わりに Administrator 
password を入力することもできます 

注記： Power-on password は、設定時や入力時、変更時、 
および削除時にパスワードとして設定した文字が表示されま 
せん 
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セットアップユーティリティ ( BIOS ) で Administrator password または Power-on password を設 
定、変更、または削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティ （ BIOS ) を開き 
ます。画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されて 
いる間に、 esc キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して、画面の説明に沿って操作します 。 [Startup Menu ] (スタートアップメ 
ニュー）が表示されたら flO キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [Security] (セキュリティ）を選択し、画面の説明に沿って操作します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

インターネットセキュリティソフトウェアの使用 

コンピュ_夕_で電子メ_ルを使用するとき、またはネットワークやインタ_ネットにアクセスする 
ときは、コンピューターがコンピューターウィルス、スパイウェア、およびその他のオンラインの 
脅威にさらされる可能性があります。お使いのコンピューターには、ウィルス対策プログラムがあら 
かじめインストールされている場合があります。お好みのウィルス対策プログラムを使用して、お使 
いのコンピューターを確実に保護することを強くおすすめします。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コンピューターウィルスに感染すると、プログラム、ユーティリティ、オペレーティングシステム 
などが使用できなくなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。ウィルス対策ソフト 
ウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスを検出および駆除することができ、通常、ウィルスの被害 
にあった箇所を修復することも可能です。 

ウィルスについて詳しくは 、 [HP Support Assistant ] にアクセスしてください 。 [HP Support 
Assistant ] にアクセスするには、スタート画面で、 [HP Support Assistant] アプリケーシヨンを選択 
します。スクリーンセーバーのパスワ_ドなど、 Windows のパスワ_ドについて詳しくは、スタ_ 
卜画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサボート]を選択してください。 

ファイアウオールソフトウェアの使用 

ファイアウォールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークにインス I ルするソフトウェアもあれば、 
ハードウェアとソフトウェアの両方を組み合わせたものもあります。 

検討すべきファイアウォールには以下の2種類があります。 

• ホストベースのファイアウォール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウ;!;アです。 

• ネットワークべースのファイアウォ _ ル： DSL モ亍ムまたはケーブルモ亍ムとホ _ ムネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 


ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ューザーの定義したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満た 
していないデータはすべてブロックされます。 
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コンピューターと情報の保護 


ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにインス I ルされている HP、Microsoft Windows 、 および他社製ソフト 
ウェアは、セキュリティの問題を修正するため、およびソフトウ I アパフォーマンスを向上させる 
ために、定期的に更新する必要があります。詳しくは、 55 ページの「プログラムおよびドライバー 
の更新 I を参照して〈ださい 

Windows の更新のインストール 

オペレーティングシステムやその他のソフトウヱアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。 Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を 
配信しています。お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やウィルスから保護するため、通知 
があった場合はすぐに Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールして 
ください。 

すべての使用可能なアップデートが確実にコンピューターにインス I ルされているようにするに 
は、以下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。スタート画面で「コントロール」と入力し、[コント ロール パネル] — [システムとセキュリ 
ティ]—* • [Windows Update] の順に選択します。 

• [Windows Update ] は毎月実行してください。 

• Windows およびその他の Microsoft 社のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 

HP および他社製ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにあらかじめインストールされているソフトウェアやドライバーを定期的 
に更新することをおすすめします。最新バージョンをダウン〇_ドするには、 http :// www . hp . com / 
support / を参照してくださしヽ。 HP の Web サイトでは、アップデートが使用可能になったときに自動 
的に通知を受け取るように登録することもできます。 

コンピューターの購入後に他社製のソフトウェアをインストールした場合は、そのソフトウェアを定 
期的に更新することもおすすめします。各社ともに、製品のソフトウェアアップデートを提供する 
ことでセキュリティの問題を修正し、ソフトウェアの機能を向上させています。 


無線ネットワークの保護 

無線ネットワークをセットアップする場合、常にセキュリティ機能を有効にします。詳しくは、 

31ページの「無線 LAN の保護」 を参照してください。 


ソフトウェアアプリケーションおよび情報のバックアップ 

ソフトウェアアプリケーションおよび情報を定期的にバックアップして、ウィルスからの攻撃や、 
ソフトウェアまたはハードウェアの障害によって、アプリケーションおよび情報が恒久的に失われた 
り、損傷を受けたりしないように保護します。詳しくは、 65 ページの「バックアップおよび復元 I 
を參照してください。 
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10 セッ ト アップユー ティリティ （ BIOS ) お 
よびシステム診断の使用 

BIOS (Basic Input/Output System ) とも呼ばれるセットアップユーティリティは、システム上のす 
ベての入出カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど） 
間で行われる通信を制御します。セットアップユーティリティ （ BIOS ) を使用すると、取り付ける 
デバイスの種類、コンピューターの起動順序、およびシステムメモリと拡張メモリの容量を設定で 
きます。 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) の開始 

セットアップユーティリティ （ BIOS ) を起動するには、コンピューターの電源を入れるか再起動し 
て、すばやく esc キーを押してから f 10 キーを押します。 

セットアップユーティリティ ( BIOS ) での操作方法に関する情報が画面の下に表示されます。 


@ 注記 セットアップューティリティ （ BIOS ) で設定変更を行う場合は、細心の注意を払ってくだ 
さい。設定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


BIOS の更新 

HP の Web サイトから、更新されたバージョンの BIOS ( BIOS アップデート）を入手できる場合が 
あります。 

HP の Web サイトでは、多くの BIOS アップデートが 「 SoftPaq 」 という圧縮ファイル形式で提供さ 
れています。 

一部のダウンロードパッケージには、そのパッケージのインストールやトラブルの解決方法に関す 
る情報が記載された Readme . txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS のバージョンを確認する必要があります。 

BIOS のバージョン情報 （ ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには 、 fn + 
esc キー（一部のモデルのみ）を押す （ Windows を起動している場合）か、またはセットアップユー 
ティリティ ( BIOS ) を使用します。 

1. セットアップユーティリティ ( BIOS ) を開始します。 

2. 矢印キ _ を使用して、 [Main] (メイン）を選択します。 

3. 変更を保存しないでセットアップユーティリティ （ BIOS ) を終了するには、矢印キーを使用し 
て、 [Exit] (終了）― •[Exit Discarding Changes] (変更を保存しないで終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 
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BIOS アップデートのダウンロード 


△注意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロ _ 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、または別売 
の電源に接続されているときは、 BIOS アップデートをダウンロードまたはインストールしないでく 
ださい。ダウンロードおよびインストール時は、以下の点に注意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを抜いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープや休止状態を開始したりしないでください。 

コンピュ _ 夕 _ 、ケーブル、またはコ _ ドの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. スタート画面で 「 support 」 と入力して [HP Support Assistant] アプリケーションを選択しま 
す。 

2. [更新および調整タスク] — [ HP の更新プログラムを今すぐ確認]の順にクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

4. ダウンロードエリアで、以下の操作を行います。 

a. 最新の BIOS を確認し、お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS の 
バージョンと比較します。お使いの BIOS よりも最新のアップデートの方が新しい場合は、 
日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモしておきます。後で、 
ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要になる場合 
があります。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 

@ 注記: コジ F ューターをオフ7トワークに接続している場吾は、ソフトウェアア孑プデートな寺 

にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行し 
てください。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

1. スター ト画面で 「エクスプローラー」 と入力して、[エクスプローラー]を選択します。 

2. ハードドライブをクリックします。通常は、[口ーカルディスク （ C :)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


注記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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システム診断の使用 

システム診断を使用すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウエアが正常に動作し 
ているかどうかを確認できます。 

システム診断を開始するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか再起動して、すばやく esc キーを押してから f 2 キーを押しま 
す。 

2. 実行する診断テストをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

@ 注記： 診断テストの実行中にテス P を停止する必要がある場合は、キーを押[ます。 _ 
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11 バックアップおよび復元 


お使いのコンピューターには、 HP が提供しているツールおよびオペレーティングシステムに付属の 
ツールが含まれています。これらを使用すると障害の発生に備えて情報を保護したり、障害が発生し 
た場合に保護しておいた情報を取り出したりできます。このツールでは、簡単な手順でお使いのコン 
ピューターを正常な状態に復元したり、さらには工場出荷時の状態に復元したりできます。 

この章には、以下の処理に関する情報が含まれています。 

• リカバリメディアおよびバックアップの作成 

• システムの復元 


pif 注記： このガイドでは、バックアップ、復元、および復元オプションの概要について説明します。 
詳しくは、スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサボート]を選択してください。 


リカバリメディアおよびバックアップの作成 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、必ず最後にバックアップを行ったときの状態に復 
元されます。 


1. ハードウェアおよびソフトウェアプログラムを追加するときは、システムの復元ポイントを作 
成します。システムの復元ポイントは、 Windows の[システムの復元]機能によって保存された特 
定の時点でのハードドライブの内容のスナップショットです。システムの復元ポイントには、レ 
ジストリ設定などの Windows が使用する情報が含まれます。 Windows は、 Windows の更新時お 
よび他のシステムのメンテナンス時（ソフトウェアの更新、セキュリティスキ ヤン、 システム 
診断など）に自動的にシステムの復元ポイントを作成します。システムの復元ポイントは、いつ 
でも手動で作成できます。特定のシステムの復元ポイントの作成手順について詳しくは、[ヘル 
プとサポート]を參照してください。スタート画面で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート] 
を選択します。 

2. 写真、動画、音楽、およびその他の個人用ファイルを追加したら、個人情報のバックアップを作 
成します。 Windows の[ファイル履歴]では、ライブラリ、デスクトップ、連絡先、およびお気 
に入りを定期的、自動的にバックアップするように設定できます。ファイルをハードドライブか 
ら誤って削除してしまってごみ箱からも復元できない場合や、ファイルが壊れてしまった場合 
は、[ファイル履歴]を使用してバックアップしたファイルを復元できます。ファイルの復元は、 
Windows を再インス I —ルしてコンピューターをリセットする場合や [HP Recovery Manager ] 
を使用してコンピューターを復元する場合にも役立ちます。 


@ 注記： [ファイル履歴]は初期設定では有効になっていないため、オンにする必要があります。 


[ファイル履歴]の使用について詳しくは、[ヘルプとサボート]を參照してください。スタート画面 
で「ヘルプ」と入力して[ヘルプとサポート]を選択します。 
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復元 


システムを復元するための、いくつかのオプションがあります。お客様の状況および専門知識のレべ 
ルに最適な方法を選択します。 

個人用ファイルおよびデータを復元する必要がある場合は、 Windows の[ファイル履歴]を使用して作 
成したバックアップから情報を復元できます。[ファイル履歴]の使用について詳しくは、[ヘルプとサ 
ポート]を参照してください。スタート画面で「ヘルプ」と入力して [ヘルプとサポート] を選択しま 
す。 


プリインストールされているアプリケーションまたはドライバーの問題を修正する必要がある場合 
は、 [HP Recovery Manager] の[ドライバーおよびアプリケーションの再インストール]オプションを 
使用して各アプリケーションまたはドライバーを再インストールします。 


キ ー ボ ード ドックを使用して、スタ ート 画面で 「 recovery 」 と入力して [HP Recovery 
Manager] — [ドライバーおよびアプリケーションの再インストール] の順に選択し、画面の説明 
に沿って操作します。 

• 個人情報を失わずにシステムを以前の状態に復元したい場合は、 Windows の[システムの復元]を 
使用できます。[システムの復元]を使用すると、 Windows の[リフレッシュ]または再インストー 
ルの要件が揃っていな くても復元が可能です。 Windows は、 Windows の更新時および他のシス 
テムのメンテナンス時に自動的にシステムの復元ポイントを作成します。復元ポイントを手動 
で作成していなくても、自動的に作成された以前のポイントに復元するように選択できます。 
Windows の[システムの復元]の使用の詳細および使用手順については、 [HP Support Assistant] 
にアクセスしてください。 [HP Support Assistant] にアクセスするには、スタート画面で、 [HP 
Support Assistant] アプリケーションを選択します。 

• 個人の情報や設定、コンピュータ _ にプリインストールされていたアプリケ_ションや 
Windows ストアから購入したアプリケーションを失わずに、システムの復元をすばやく簡単に 
行いたい場合は、 Windows の[リフレッシュ]の使用を検討してください。このオプションでは、 
データを別のドライブにバックアップする必要はありません。 67 ぺージの 「Windows の丨リフ 
レッシュ1を使用したすばやく簡単な復元I を参照してください。 

• お使いのコンピューターを元の状態にリセットする場合、 Windows ではすベての個人データ、 
アプリケーション、および設定を削除して Windows を再インストールする簡単な方法が用意さ 
れています。 

詳しくは' 67 ぺージの「すべての削除と Windows の再インストール丨 を参照してください 

• 最小限のイメージを使用してコンピューターをリセットするには、 HP 復元用パーティション（一 
部のモデルのみ）から HP の [Minimized Image Recovery] (最小限のイメ ージの復元）オプショ 
ンを選択することもできます。[最小限のイメージの復元]では、ドライバーおよびハードウエア 
有効化アプリケーションのみがインストールされます。イメージに含まれているその他のアブ 
リケーションは、 [HP Recovery Manager] の[ドライバーおよびアプリケーションの再インス 
卜ール]オプションを使用して引き続きインストールできます。 

詳しくは、 68 ぺージの 「『HP Recovery Manaqerl の復元」 を参照してください 

• コンピューターの工場出荷時のパーティションおよびコンテンツを復元したい場合は、 [HP 
Recovery] メディアの[システムの復元]オプションを選択できます。詳しくは、 68 ページの 
「『HP Recovery Manaqerl の復元」 を參照してください 

• 復元用パーティションを削除してハードドライブの空き領域を増やせるように、 [HP Recovery 
Manager] には[リカバリパーティションの削除]オプションが用意されています。 

詳しくは、 69ページの 「HP 復元用パーテイシヨンの削除」 を參照してください 
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Windows の[リフレッシュ]を使用したすばやく簡単な復元 

お使いのコンピューターが正常に動作せず、システムの安定性を回復する必要がある場合は、 
Windows の[リフレツシュ]オプシヨンを使用すると、重要なものを保持したまま元の状態に戻すこと 
ができます。 


重要： [リフレッシュ] では、工場出荷時にシステムにインストールされていなかった、従来からの 
アプリケーションはすべて削除されます。 

g 注記： リフレッシュ中に、削除された従来のアプリケーションの一覧が保存されるため、再インス 
トールする必要があるアプリケーションをすぐに確認できます。従来のアプリケーションの再イン 
ストールの手順については 、 [HP Support Assistant ] にアクセスしてください 。 [HP Support 
Assistant ] にアクセスするには、スタート画面で、 [HP Support Assistant ] アプリケーションを選択 
します。 

注記： [リフレッシュ]を使用するときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。 s 羊しくは 、 [HP Support Assistant ] を参照してくた3し、。 

リフレッシュを開始するには、以下の操作を行います。 

1. スタート画面で、画面の右上隅または右下隅にポインターを置き、チヤームを表示します。 

2. [設定]をクリックします。 

3. 画面の右下隅にある [PC 設定の変更]をクリックして、 PC 設定画面の[全般]を選択します。 

4. [PC をリフレッシュする]で、[開始する]を選択し、画面の説明に沿って操作します。 

すべての削除と Windows の再インストール 

お使いのコンピューターのきめ細かい再フォーマットを実行したり、コンピューターの譲渡やリサイ 
クルの前に個人情報を削除したりする必要が生じる場合があります。このセクションでは、コン 
ピューターを元の状態に戻すための迅速で簡単な方法に ついて 説明します。このオプションでは、お 
使いのコンピューターからすべての個人データ、アプリケーション、および設定が削除され、その後 
Windows が再インストールされます。 


要： このオプションでは、ユーザーが作成したデータなどのバックアップ機能は提供されませ 
ん £ 保持したい個人データは、このオプションを使用する前にバックアップしておいてくださし、。 

このオプションは、 fll キーまたはスタート画面から起動できます。 

fll キーを使用するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの起動中に fll キーを押します。 

または 

電源ボタンを押すときに fll キーを押したままにします。 

2. ブートオプションメニューから[トラブルシュ_ティング]を選択します。 

3. [PC を初期状態に戻す]を選択し、画面の説明に沿って操作します。 

スタート画面を使用するには、以下の操作を行います。 

1. スタート画面で、画面の右上隅または右下隅にポインターを置き、チャームを表示します。 

2. [設定]をクリックします。 
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3. 画面の右下隅にある [PC 設定の変更]をクリックして、 PC 設定画面の[全般]を選択します。 

4. [すべてを削除して Windows を再インストールする]で、[開始する]を選択し、画面の説明に 
沿って操作します。 

[HP Recovery Manager ] の復元 

[HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） ソフトウェアを使用して、コンピューターを 

工場出荷時の状態に復元できます。作成した [HP Recovery ] (HP リカバリ）メディアを使用すると、 

以下の復元オプションのどれかを選択できます。 

• システムの復元：初期状態のオペレーティングシステムを再インストールし、工場出荷時にイ 
ンストールされていたプログラムの設定を再構築します。 

• 最小限のイメージの復元：オペレーティングシステムと、ハードウェアに関連するすべてのド 
ライバーおよびソフトウェアが再インストールされますが、その他のソフトウヱアアプリケー 
ションは再インストールされません。 

• ファクトリリセット：ハードドライブの全情報を消去してパーティションを再作成し、コン 
ピューターを工場出荷時の状態に復元します。その後、工場出荷時にインストールされていた才 
ペレーティングシステムおよびソフトウェアを再インストールします。 

HP 復元用パーティション（一部のモデルのみ）を使用すると、 [System Recovery ] (システムの復 

元）および[最小限のイメージの復元]を実行できます。 

確認しておくべきこと 

• [HP Recovery Manager ] では、出荷時にインストールされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードするかまたは製造元から提供されたメディアから再インストールする必要があります。 

• [HP Recovery Manager ] を使用した復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段 
として試みてください。 

• コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合は、 [HP Recovery ] (HP リカバリ）メ 
ディアを使用する必要があります。 

• [ファクトリリセット] または [システムの 復元]オプションを使用するには、 [HP Recovery ] メ 
ディアを使用する必要があります。 

• [HP Recovery ] メディアが動作しない場合は、 HP の Web サイトからお使いのシステムのリカバ 
リメディアを入手できます。日本でのサボートについては、 http :// www . hp . com / ip / contact / を參 
照してください。日本以外の国や地域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / country / 
us / en/wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください 

重要： [HP Recovery Manager ] では、ユーザーが#成したデータなどのバックアップ機能は提供さ 

れません。復元を開始する前に、保持したい個人データをバックアップしてください。 
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HP 復元用パーティションを使用した復元（一部のモデルのみ） 

HP 復元用パー亍ィション（一部のモデルのみ）を使用すると、リカバリディスクまたはリカバリ 
USB フラッシュドライブなしで最小限のイメージの復元を実行できます。このような復元は、ハー 
ドドライブがまだ動作している場合にのみ使用できます。 

HP 復元用パーティションから [HP Recovery Manager ] を起動するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの起動中に fll キーを押します。 

または 

電源ボタンを押すときに fll キーを押したままにします。 

2. ブートオプションメニューから[トラブルシューティング]を選択します。 

3. [HP Recovery Manager] を選択して、画面の説明に沿って操作します。 

ブート順序の変更 

コンピューターが [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー） で再起動しない 場合は、 コ 
ンピュー ターの ブート順序を変更できます。 これは、 デバイスが起動する順番がリストになったもの 
で、コンピューターが起動情報を検索するときに參照する BIOS にあります。オプティカルドライブ 
または USB フラッシュドライブの選択を変更できます。 

ブート順序を変更するには、以下の操作を行います。 

1. 作成した [HP Recovery ] (HP リカバリ）メディアを揷入します。 

2. コンピューターを再起動します。 

3. コンピューターの再起動中に esc キーを押したままにし、 f 9 キーを押してブートオプションを 
表します。 

4. 起動したいオプティカルドライブまたは USB フラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

HP 復元用パーティションの削除 

[HP Recovery Manager ] ソフトウェアを使用すると、 HP 復元用パーティションを削除してハードド 
ライブの空き領域を増やせます。 

^ ■重要: HP 復元用パーティ1^ョ> を削除するど了 Widows の卩フ h シュ]や V ^ ows の[すべてを 

削除して Windows を再インストールする]オプション、または復元用の [HP Recovery Manager ] オプ 
v ョとが使用でき皂 < なります。 

HP 復元用パーティションを削除するには、以下の操作を行います。 

スタート画面で 「 recovery 」 と入力して [HP Recovery Manager] を選択します。 

2. [Remove Recovery Partition] (復元用パーティションの削除）を選択し、画面に表示される 
説明に沿って操作を続行します。 
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12 仕様 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。外部電源は100〜 
240 V (50/60 Hz) の定格に適合している必要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、コンピューターの電力供給には、このコンピュ _ 夕一用に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いのコンピューターは、以下の仕様の DC 電力で動作します。動作電圧と電流はプラットフオー 
ムによって異なります。 


入力電源 

定格 

動作電圧と電流 

15 V DC (1.33 A , 19.95 W の場合） 

HP 外部電源用 DC プラグ 



@ 注記： この製品は、最低充電量 240 V rms 以下の相対電圧によるノルウェーの IT 電源システム用 
に設計されています。 


pr 注記： 

コンピューターの動作電圧および動作電流は、 

システムの規定ラベルに記載されています。 

動作環境 

項目 

国際単位系 

U . S . 

温度 

動作時 

5〜 35 °C 

41 〜 95 °F 

非動作時 

-20 〜 60 o C 

_4 〜 140 o F 

相対湿度 

(結露しないこと） 


動作時 

10〜90% 

10 〜 90% 

非動作時 

5-95% 

5 〜 95% 

最大標局 

(非与圧） 


動作時 

•15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

•15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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13 静鼋気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものが接 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷したり、 
耐用年数が短くなったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、以下で説明する方 
法のどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外し、その後カバーを外すなどの作業を行 
います。 

• 部品は、コンピューターに取り付ける直前まで静電気防止用のケースに入れておきます。 

ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少な 
くします。 

• 磁気を帯びていない道具を使用します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

• 取り外した部品は、静電気防止用のケースに入れておきます。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取り付けに関するサボートが必要な場合は、 
HP のサボート窓口にお問い合わせください。 
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